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【はじめに】本研究はウェルドニッヒ・ホフマン病1例（3歳
11ヶ月の女児）の電子支援技術の有効性を報告する。

なお，本研究の妥当性について筆者の勤務先の倫理
審査委員会で承認を受けた後，親権者の同意を得て今

回発表する。【評価】本児は追視が可能で，上肢は左右

共に掌背屈，手指屈曲，伸展に同程度の運動が認めら
れた。OTの方針は本児の自発運動をスイッチ操作に結

びつけ，玩具操作やPersonal Computer（以下PC）を介
し，課題の遂行により達成感や有能感を促進することと

した。【経過】2012年10月～2013年1月：ベビーバギーは
パイプを利用し，玩具やPCの設置が容易であった。ま

た，本児の体幹が起きるため対象物を注視しやすく，こ

の姿勢で課題を行った。OTは左右の手関節掌背屈の
運動用にスイッチ固定具を作成した。当初，本児の右手

関節の運動でスイッチを操作し玩具操作を促したが，ス

イッチ操作は不確実であった。一方，左手関節の掌背
屈によるスイッチ操作は，右と比べ正確であり，以後左

手にてスイッチ操作を行った。2013年2月～3月：PCを介
し，スイッチ操作によりディスプレイ上のキャラクターが変

化する絵本のソフトを行った。その結果，本児は画面を

注視し楽しむことができた。また，本児はそれ以外の
シューティングゲームの遂行も可能であった。2013年4

月～6月：家庭でもPCを介しOT場面と同様にゲームが
行えるようスイッチ固定具，スイッチ，走査式のゲームソ

フト一式を貸し出した。その結果，本児はスイッチ操作
により，PCを介し走査式の絵本とゲームの遂行が可能と

なった。【考察】本児の手指の運動能力を引き出すため

スイッチを含めた操作環境を整備したことと，OT場面と
同様に課題を行えるよう家庭用にスイッチ一式を貸し出

したことが有効であった。 	
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Family	  to	  Family	  

【目的】統合失調症の家族心理教育に関する文献を整
理し、その変遷を辿ることにより、今後の家族心理教育

の発展に対する示唆を得たい。	
【方法】心理教育、統合失調症、家族、をキーワードとし、

医学中央雑誌で検索を行った。得られた256編の中から、
統合失調症の家族心理教育と関連の無いものを除外し
た後、発表年代順にし、各論文のキーワードを拾い出し

比較を行った。	
【結果】論文の一番古いものは1990年であるが、以降
「家族心理教育の有効性」「紹介」「海外の活動研究」が
発表されるようになってきている。これが2000年初めに
は「実際の効果」「方法」「SST」等、家族心理教育の内容
やその具体的な方法に触れ、実践報告も多くなって来
る。更に2005年以降になると更に、「「ピア」「リカバリー」
「Family	  to	  Family」に関連する内容が加わって来た。	

【まとめ】家族心理教育に関する論文を年代ごとにキー
ワードを整理した。内容から家族心理教育の発展を辿る

と、1900年後半より日本では次第に浸透していく中で、
より良い形を求めて様々な方法の検討をして来た事が

伺える。近年、ある程度の形が出来てきた一方で、病院

につながりの無い方や、発症間もない家族には行き届
いていない事が指摘され、それを補う形で「Family	  to	  
Family」が広まりを見せている現状が伺えた。今後の予
測として、家族によるピアサポートの方法や内容が更に

検討され、広がりを見せていく事と思われる。家族を「支
援する側」から「チームの一員」と考えるのが一般的と

なっている現在、心理教育も、「支援者による心理教育」

「家族による心理教育」だけでなく「支援者と家族がチー
ムで行う心理教育」も加わる可能性が考えられる。	
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